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I am pleased to provide a heartfelt invitation for all our Japanese 
colleagues to come to Vienna in August of this year for International 
Surgical Week（ISW）, otherwise known as the World Congress of 
Surgery.
It has been a tough two years.   In 2021 we had to pivot from the planned 
World Congress of Surgery in Kuala Lumpur（KL） to an online Virtual 
Surgical Week, held over the last week of August 2021.  While we missed 
the face-to-face contact, the meals together, and the chance to renew 
friendships, Virtual Surgical Week 2021 was a resounding success.   The 
content was extraordinary and attendance far eclipsed our expectations. 
While we hoped to hold ISW in Malaysia in 2022, our Malaysian leaders, 
Cheng Har Yip and Hisham Abdullah felt that the risk of cancellation or 
quarantine would likely persist right up to the time of our congress in 
August.  With this high degree of risk, it seemed most prudent to delay 
the meeting in Kuala Lumpur one more time, until 2024.  In its place, we 
would search for a site to hold a face-to-face International Surgical Week 
2022 in a location that would not bear the same burden of cancellation 
risk.
Thanks to the work of Albert Tuchman, we have located a wonderful 

historic venue to hold our meeting in August of this year, the Hofburg in 
Vienna Austria.   Please mark your calendars now to attend, August 15-
18, 2022.  Our program planning team is in full gear to put together a 
remarkable program.  The abstract submission window has recently 
closed.  We received 712 abstracts from 49 countries, including 36 
abstracts from Japan.  We are excited that there is so much interest in 
coming to Vienna this summer!
Finally, we recognize that the Covid pandemic might return with a new 
variant between now and next summer.   New variants will continue to 
emerge, but there is nothing on the horizon at this moment, and it 
appears to most experts that the current vaccines will be sufficiently 
protective to limit disease severity should a new variant emerge.  The 
high vaccination rates and safety precautions in Austria will make this 
one of the safest venues in the world to hold our World Congress of 
Surgery.   Overwhelmingly our ISS-SIC Council voted to get together 
face to face this summer in Vienna.  We hope that you will be able to join 
us.
Best holiday wishes,

John G Hunter MD FACS FRCS Edin（hon）
President, ISS-SIC
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会員動向　（2022年 3月 1日現在）

会 員 数　　　　　314名

内　訳	 正 規 会 員	 321名
	 シニア会員	 21名
	 名 誉 会 員	 2名

支部活動報告（2021年 1月～ 12月）

2021.4.1	 	万国外科学会（ISS/SIC）日本支部ニュース第
52号発行

2021.4.10	 	第 50 回万国外科学会（ISS/SIC）日本支部総
会（WEB会議）

2021.11.1	 	万国外科学会（ISS/SIC）日本支部ニュース第
53号発行

2021.11.30	 	第 51 回万国外科学会（ISS/SIC）日本支部総
会（WEB会議）

2021.12	 ISS	Foundation	へ寄附金 1000 ドルを送付
	 	ISW2022	in	Vienna	に関するアンケートの

実施（ISS プログラムの座長・演者・査読委
員就任希望について）

ウィーンの街並み

今回の ISWは、
2022年８月 15日から 18日
オーストリアのウィーンで開催されます。
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　Virtual Meeting （VSW2021） Aug 30 － Sep 3 2021 には多く

の反響があった。中でもEnhanced Recovery After Surgery （ERAS）

セッションは特に反響が高かった。炎症への暴露を最小限にするこ

とで長期生存率の改善を可能にする ERAS の取り組み（Dr. Olle 

Ljungqvist）や、骨格筋に対する電気刺激で骨格筋の量と質を改善

する ICU での取り組み等（神戸大学救急医学講座　井上特命教授ら）

は特に注目を集めた演題であった。

　IASMEN では、Secretary SNS communication である中山真美先

生が中心となって SNS（Twitter, Facebook）による会員増強およ

び広報活動を 2020 年から開始し、毎月メンバーの紹介や論文の解

説を行ってきた。2021 年度は Facebook や Twitter のフォロワー

　昨年末には一旦は終息しつつあるかと思われた新型コロナ感染症

の流行がオミクロン株の出現によって、今年の 1 月から急速に流行

が広がりました。しかし、2 月中頃から徐々に新規の患者数が減少

してきています。International Surgical Week 2022 が開催される

本年 8 月の状況を正確に予測することは困難ではありますが、何と

か現地開催できるのではないか希望的に予想しています。

　さて、国際内分泌外科学会：International Association of 

Endocrine Surgeons （IAES）では、オーストリア、ウィーンで現地

開催するべく準備を進めています。日本時間で 2 月 24 日木曜早朝

に IAES の Web Council Meeting が開催され、準備状況が確認、承

認されました。Local Organizer のウィーン大学外科の Niederle 教

授のお働きによって、Social Events が次のように決まりました。

IAES 会員向けの推奨ホテルを The Flemings Deluxe としました。

このホテルで、8 月 14 日（日）18：30 より IAES 会員を対象とし

て Welcoming Reception（参加費 30 ユーロ）を行い、16 日（火）

夜には City Hall にてウィーン市長の出席・歓迎による Gala Dinner

を行います。市長のご厚意によって参加費を 60 ユーロに抑えるこ

とができました。そこで、Welcoming Reception と Gala Dinner を

セットとして 90 ユーロにて参加申し込みができることになりまし

た。大変割安であると存じます。さて、 IAES の学術期間は 8 月 15

日（月）から 17 日（水）とし、18 日（木）は予備日としました。

プログラムには、Presidential Address, Peter-Heimann Lecture, 

は 2.5 － 5 倍に増加しており、若手会員増強や広報のため 2022

年も継続している。また、Secretary general である小谷が中心とな

り、アジアの外科栄養関連学会とのコラボレーションの強化も進め

ており、今年度は各国 PEN society への IASMEN block member 制

度を新設予定である。

　日本と韓国の外科代謝栄養学会が中心となり、アジア各国の外科

代謝栄養学会とともにアジア外科代謝栄養学会を昨年末新規設立し

た。第１回学術集会が今年５月に韓国外科代謝栄養学会との共催で

開催される。第２回は比企直樹先生が大会長となり、日本外科代謝

栄養学会と共同開催の予定である。アジア外科代謝栄養学会には、

土岐裕一郎先生、比企直樹先生、小谷が理事に就任しており、

IASMEN との学術交流を活発に行う予定である。

Interesting Cases, “Eye-opening”IAES Endocrine Video Session

を 用 意 し て お り、Endocrine Surgical Tumour Board Session は

IAES Luncheon Session として開催し、この時の昼食は隈病院が提

供 さ せ て 頂 き ま す。 さ ら に、Scientific ［mis］Conduct and the 

Care of Surgical Patients のセッションでは、内分泌外科領域にお

ける社会的な問題について取り上げます。Highlighting Basic 

Science in Endocrine Surgery では内分泌外科における基礎的研

究 の 進 歩 を 取 り 上 げ ま す。Some New, Exciting and Ready for

‘Realtime’Advances in Endocrine Surgery のセッションでは

最 近 注 目 さ れ 始 め た Thyroid Nodule Ablative Techniques と

Fluorescence-based Parathyroid Detection を取り上げました。こ

れらに加えて、24 の Free Paper Oral Presentations と約 60 の

Poster Presentation を予定しています。すでに演題応募期間は終了

しており、154 の抄録が提出されています。現在プログラム委員会

において評価中であり、採用されたら筆頭演者宛てに３月末までに

通知があるはずです。４月 23 日までに参加登録と参加費の支払い

がないと発表の権利を失いますのでご注意ください。皆様と８月に

歴史と美と音楽の都、ウィーンで会うのを楽しみにしています。

IASMEN　活動報告

国際内分泌外科学会の準備状況

IAES President 宮内 昭（医療法人 神甲会 隈病院 院長）

小谷 穣治

（紙面の都合上、掲載部分については別途ご相談させて頂きます。)

・活動名（会の名
称）

・開催日

◇各コレクティブ
メンバー

　ソサエティーの
活動報告・予定

例）�主催された
学会・研究会、

各施設の

コロナ対策関連、
人事（就任・異動

）、

著書、新聞掲載
記事、発表論文

、学

会発表等

◇会員の皆様の活
動報告

この度、新規記事として『information』欄を新設しました。

コロナ禍、交流の場面が乏しくなった現状において、ぜひ情報交換の場としてご活用頂きたく存じます。

今回お二人の会員の先生から活動状況についてお知らせいただきました。

ISS/SIC 万国外科学会日本支部会員の皆様

現在、会員の皆様に発信する information を募集中です。

リモートやオンラインなど交流の変化した現状において、

ぜひ情報交換や交流を広げる場として活用してください。

過去行った活動、これから行う活動のメンバー募集や近況、

お薦め書籍や論文、学会での出来事などでも結構です。

掲載ご希望の場合は事務局（iss.sic.japan@gmail.com)

までお知らせ下さい。

information
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2022 年 予算案 （2022 年 1 月 1 日～12 月 31 日）      ISS/SIC 

日本円の部                           単位：円 

収入の部 予算額 備考 
ドルから預替 700,000 6300 ドル 1 ドル 110 円で計算 
広告掲載料 450,000 4社×2 1社×1（1口あたり 50,000円） 

寄付 0  
雑収入 0  
利 息 0  
当期合計 1,150,000  
前年度繰越金 9,236,941  

収 入 合 計 11,536,941  

支出の部   
会 議 費 380,000 支部総会 2 回分 

通 信 費 150,000  
印 刷 費   370,000 支部ニュース 2 回発行分 

文 具 費 5,000  
交 通 費 90,000  

人 件 費 520,000  
雑   費 15,000  
予 備 費 30,000  

Yokohama Award 賞金 500,000  

支 出 合 計 2,060,000  

収支残高（次年度繰越金） 7,590,000 
 

ドルの部                         単位：ドル 

収入の部 予算額 備考 
会 費 5600.00 USD 45×131（2021 年会員支払人数）-4％チャージ 

利 息 0  
繰越金 1615.07  

収 入 合 計 7215.07  

支出の部   
日本円へ預替 6200.00  
ISS Foundation 寄付 1000.00  

支 出 合 計 7200.00  

次年度繰越金 15.07  

 

　2022年度予算案 　2021年度決算書
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第51回 万国外科学会（ISS/SIC）日本支部総会 議事録
2021年11月30日（土曜日） 午後6:00-6:45　WEB開催

出席者：今井常夫，内野隼材，岡本高宏，掛地吉弘，片井 均，亀岡信吾，
菊地勝一，菊池寛利，北川雄光，北川博昭，北野正剛，小谷穣治，小林道也，
今野弘之，佐藤美信，杉谷 巌，高田泰次，竹政伊知朗，寺島雅典，中村清吾，
中山真美，夏越祥次，鍋谷圭宏，野村幸世，馬場秀夫，比企直樹，福島亮治，
藤村 隆，前田耕太郎，松原久裕，溝端康光，宮内 昭，八木 洋，矢永勝彦，
山口茂樹，和田則仁（敬称略、五十音順、計 36 名）　（事務局：猪瀬純子）

１．開会の挨拶　今野弘之日本支部長

２．ISS/SIC 理事会報告・ISW2022について

今野日本支部長：９月 25 日に Council Meeting が行われ、その時点では
WCS2022 の開催予定地はマレーシアであった。その後、２回の臨時理事会
が開かれ開催地について検討を重ね、最終的にウィーンにて開催（2022 年
8/15 ～ 8/18）が決定した。現時点では、対面開催で行う予定。演題締め切
りは 2022 年 2/28。新型コロナウィルス感染の拡大状況により流動的な面
もあるため、日本支部から各先生方には随時情報共有を行っていく。不確
実な要素がある中ではあるが、皆さんとご一緒にウィーンに行きたいと考
えている。何卒、演題登録とご参加をお願いしたい。尚、2024 年はマレー
シアで開催予定。
３．2022年度予算案ついて

八木事務局長：来年度の予算案について支出オーバーが見込まれている。
主な要因として会員数減少（166 人→ 131 人）に伴い会費収入の減少と広
告費収入の減少（８社→４社）があり、差し引き約 41 万円の減収となる。
今後は支出の見直しを行うと共にニュースレターへの広告掲載協力企業を
増やすために、各企業に趣意書を送付し広告費収入増をはかりたい。趣意
書には、教授・病院長等、該当する先生方にお名前を掲載させて頂きたく、
ご協力を賜りたい。
今野日本支部長：プライマリーバランスをプラスにもっていきたい。繰越
金については、WCS 横浜が開催された際に渡辺先生に余剰金をご寄付頂い
たものが含まれており、その分は２年に一度募集する YOKOHAMA 
AWARD の賞金として予定されているものである。国際学会に興味がある
中堅・若手の先生方に声をかけて頂き入会を勧めて頂きたい。また八木事
務局長からもあったように、ニュースレターの広告掲載協力を各企業に広
く依頼し広告収入を増やす案を考えている。趣意書には先生方のお名前を
賜りたいと考えており、ご協力をお願いしたい。
和田則仁前事務局長：来年度の予算案に関しては、広告収入の減少に伴い
赤字となっているが、これまで黒字基調で来ていたため繰越金は少しずつ
増えている状況ではある。構造的な問題を解決し、プライマリーバランス
をプラスに出来るよう努力する。また、現状として日本支部総会が ＷＥＢ
開催となっており、会議費と交通費を使っていないため、実際には支出が
抑えられている状況。
北野正剛先生：ご質問「退会される先生の年齢構成について、若い方なの

かシニアなのか」
和田則仁事務局長：ご回答「日本支部の会員は若い先生が少なく、シニア
会員（会費免除）となり退会なさる場合が多い。」
4．Collective�Member�Societies について

IAES 宮内�昭先生：ウィーンに積極的に参加する方針。日本内分泌外科学
会の原理事長にメールし WCS2022 の案内を差し上げた。ウィーンでは
1999 年にも開催され参加した。大変良い場所なので、ぜひ参加して頂きた
い。
IATSIC�溝端康光先生：例年行われている DSTC に関しては往来が出来な
い状況なので開催は中止されている。ISW に関しては、現在検討中であり
具体的な報告はなし。
IASMEN　小谷穣治先生：日本のみならず、世界中から会員を募る目的で、
この一年間は SNS での活動を行ってきた。Facebook や TWITTER の閲覧
数は徐々に増えている。また VSW ではプログラムを作り講演を行った。
BSI�井本�滋先生より（八木事務局長代読）：VSW にて基調講演 2 つ、シン
ポジウム４つ、ディベートセッション２つが行われた。オンコプラスティッ
ク手術のウェブセミナーが 12 月 4 日に予定されている。次回の ISW のプ
ログラムはコロナ禍の状況にもよるが、総会前日にオンコプラスティック
サージェリーと乳房エコーの講習会を予定している。総会では腋窩手術と
再建術を中心にプログラムが固まりつつある。
ISDS�今野日本支部長：Fichera 会長より、「WCS2022 について流動的な面
もあり、ご迷惑をおかけするがぜひ演題登録をお願いしたい。HP にも随
時情報を更新していくので、注視して頂きたい。」とのこと。また、札幌東
徳洲会病院の河野 透先生が 11 月９日にご逝去された。心からお悔やみを
申し上げたい。ISDS ではエグゼクティブコミッティーメンバーとして精力
的にご活躍された。
５．WJS�より

片井�均先生：2020 年はコロナ禍ではあったが、投稿数は今までで一番多
かった。論文採択率は 2 割程度を維持するよう命を受け、皆様に査読をし
て頂いている。原著論文の採択率は 20％を切る形で推移している。日本の
論文で採択されるものも増えており、誇らしい。2020 年はダウンロード数
も一番多い年であった。昨年にはインパクトファクターが３を超えた。
ERAS のガイドラインを掲載していることが要因と思われる。2019 年から
2020 年に出版された 208 の外科系の雑誌のなかでインパクトファクターが
50% 以上上昇したものは 24 雑誌だけであった。Google のトップ 20 の外科
系雑誌のなかで、インパクトファクターが上昇した雑誌は WJS だけであっ
た。引き続きエキスパートの記事を増やすことを目指しており、皆様にも
万が一依頼がございましたらぜひお引き受けを頂きたい。
６．YOKOHAMA�AWARDについて

応募条件は例年通りで、応募時点に 40 歳以下の日本人外科医で① ISW2022
ウィーンに Oral の演題を提出、かつ② ISS 日本支部会員からの推薦がある
こと。締め切り：2022 年 2 月 28 日（WCS 演題締め切りと同日）
７．次回支部総会日程について

次回の支部総会は恒例どおり日本外科学会最終日早朝を予定している。状
況により開催方法、日程が変更となる場合がある。

以上（文責　八木　洋）


